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発行 ２１．３．２４ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

 

１．安全第一の運用とするため、支社等企画部門社員が兼務で乗務する線区については、経験線区を基本

とすること。 

２．多車種・多線区を担当している区所もあることから、職場の実態を踏まえたうえで教育・訓練や見極

め等を実施すること。 

 

３．指導担当が、主たる業務である添乗、教育・訓練等を確実に行うため、支社等企画部門社員に対する

線見等の増加に対応できる体制を構築すること。 

 

４．支社等企画部門社員が乗務する場合は、モチベーションの維持・向上と持続的な成長につながるよう、

本人が描くキャリアプランを尊重すること。 

 

・支社等企画部門社員の乗務箇所は、元の区所の兼務になるケースが多いと考える。 

・乗務経験のない線区に乗務する可能性もある。 

・兼務は片手間で行うものではなく、乗務から離れているケース等、状況・条件を見ながら判

断したい。 

・安全がトッププライオリティということは変わらない。 

・乗務が可能か見極めを行い判断する。 

・乗務員勤務制度の見直しで議論した、乗務頻度の考え方（週 2～3回程度の乗務）は変わら

ない。 

・支社等企画部門社員に限らず、指導担当・当務主務においても、不安を抱えたまま乗務す

ることがないように、フォローや教育を行っていく。 

・新規養成の回数や異動者も増えていることは把握しているので、指導担当を増配置してい

る箇所もある。 

・業務の繁閑が変化しているのでしっかりと対応していく。 

・業務を平準化し、恒常的に超勤が増加しないように考えていく。 

・指導担当に限らず、社員の健康確保については、労働時間管理と健康管理をしっかり行っ

ていく。 

・本人の心身の状況等を把握することは今までと変わらない。 

・本人の事情については自己申告書等を通じて、本人が描くキャリアプランを把握する。 

 

 


